
熱中症を疑う症状と応急手当  

参考文献：熱中症 環境保健マニュアル２０１８（環境省）より  

 

東京消防庁ホームページ   

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp 

  

 安全・安心情報など様々な 
情報を掲載しています 

【お問合せ先】 

 東京消防庁防災部防災安全課  03-3212-2111（代表） FAX 03-3213-1478 
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住宅等居住場所

道路・交通施設

店舗・遊戯施設等

公園・遊園地・運動場等

会社・公共施設

医療施設・福祉施設

工事現場・工場など

学校・児童施設等

プール・河川・海

その他

総数 3,005人

ＳＴＯＰ！高齢者の「熱中症」 
東京消防庁 

STOP！高齢者の事故シリーズ ④   高齢者の事故を減らそう 

熱中症は予防が大切です。 

 令和元年６月から９月の4か月間に、熱中

症（疑い含む）により3,005人の高齢者が救

急搬送され、そのうちの７割以上が７５歳以

上の後期高齢者です。また、救急搬送された

方の５割以上が入院が必要となる中等症以上

です。 

 高齢者は「暑さ」や「のどの渇き」を感じ

にくく、部屋の中でも熱中症になることか

ら、十分注意する必要があります。 

発生場所別の熱中症による救急搬送人員 

（プール・河川・海） 

住宅等居住場所が約6割 
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総数 5,634人

年代別の救急搬送人員と中等症以上の割合 

 70歳代、８０歳代で多く救急搬送されてお

り、中等症以上の割合が高くなっています。 

時間帯別の救急搬送人員 

 10時台から1６時台

が４00人以上！！ 

・データは、東京消防庁管内※で救急搬送されたもの。（令和元年中のデータを使用） 

※ 東京都のうち、稲城市、島しょ地区を除く地域 
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搬送人員 中等症以上の割合

事故防止の心得 

●水分補給はこまめにしましょう。 

 

●エアコン・扇風機を上手に使用しましょう。 

 

●室内の温湿度計を置き、部屋の温度が上がりすぎてい 

ないか確認しましょう。 

 

●暑い時は無理をしないようにしましょう。 

 

●すだれやカーテンで直射日光を遮る、換気をして屋外 

の涼しい空気を入れるなど、部屋に熱がこもらないよう

にしましょう。 

 

●涼しい服装にしたり、外出時は日傘や帽子を利用しま 

しょう。 
 

【参考文献】 

 環境省リーフレット「熱中症～思い当たることはありませんか」 

事故の事例 

 ●室内で熱中症に・・・ 

 起床時から脱力感があり動くことができず、様子を見る

も症状が改善しなかった。  

（６０代 中等症） 


